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議会報告会を開催!!

テ
ー
マ「
地
域
活
動
の
状
況
と
課
題
」

　
開
か
れ
た
議
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
８
月
20
日
、
議
会
報
告
会
（
意

見
交
換
会
）
を
、
役
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
報
告
会
は
、
地
域
に
密
着
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
民
生
委
員
児

童
委
員
の
み
な
さ
ん
に
、
地
域
の
状
況
や
活
動
に
あ
た
っ
て
の
課
題
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
は
、

各
部
会
か
ら
の
活
動

報
告
の
あ
と
、
５
つ

の
分
科
会
に
分
か
れ

て
、
活
動
を
通
し
て

感
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
や
、
課
題
等
、
多

く
の
意
見
等
を
出
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
機
会
を
通

し
て
、
地
域
で
の
活

動
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
地
域
の
状
況
に

つ
い
て
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

民生委員
児童委員の
活動とは？

生活のさまざまな
相談活動や、地域
の見守り活動等の
活動をしています。

今年度は民生委員児童委員との意見交換

各部会からの活動報告
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声

声

みんなが支えあい住みよい地域に

議
会
報
告
会
を

振
り
返
っ
て

意
見
交
換
会
で
の

課題解決に
　　対する

情報収集は、それぞれが工夫しながら、
地域内の福祉ニーズの把握に努めておら
れることがよくわかりました。プライバ
シーの問題もあり、情報収集に苦慮して
いるとの声もありました。

自治会役員が１年交代される
ことが多く、連携に難しさを
感じたり、災害時の対応に不
安があるとの声がありました。

情
報
収
集
は
ど
う
や
っ
て
？

〜
議
会
活
動
に
生
か
す
〜

自
治
会
と
の
連
携
は
？

・�

自
身
が
地
域
内
に
出
向
い
て
確
認

・
地
域
の
事
業
に
参
加
し
て
収
集

・
行
政
、
自
治
会
か
ら
の
情
報

・�

チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
て
民
生
委
員

児
童
委
員
の
活
動
を
知
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
等

・
福
祉
委
員
等
の
役
員
と
連
携

・
災
害
時
の
要
配
慮
者
の
把
握
　等

　
活
動
の
状
況
や
課
題
を
う

か
が
え
た
こ
と
は
、
更
な
る

活
動
へ
の
理
解
に
つ
な
が
り
、

大
き
な
成
果
で
し
た
。

　
今
後
も
、
と
も
に
本
町
の

社
会
福
祉
の
増
進
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
意
見
交
換
で
の
み
な
さ
ん

の
声
を
、
今
後
の
議
会
活
動

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
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議会報告会

相談内容が多
岐にわたり対
応が難しい。

複数の自治会を
担当する委員は、
特に情報収集が
しにくい。

委員として地域
の年間計画を作
成し、活動したい。

相談を受ける家族と
の対応の中で、もう
一歩踏み込めないこ
ともある。

複数体制で巡回
訪問に臨みたい。

災害時要配慮者支
援マニュアルの充
実を自治会と連携
して活動したい。

行政から一定の的確
な情報を得たい。



小口地先から役場付近を望む小小口口地先地先か先からら役場役場付場付近付近を近をを望む望む

平成30年度
補正予算
（一般会計）

　平成30年度竜王町一般会計補正予
算の審議が行われ、前回までの55億
5,616万円の予算額に、9,336万円を追
加することが全員賛成で可決されました。
　主な内容を紹介します。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
の

　検
討
懇
話
会
が
ス
タ
ー
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
は
、
委
員
会
活
動
を

し
い
内

し

内
容
は

詳
し
詳
し
い
内
い
内内
容容
は
、
は
、
委
員
委
員
会
員
会会
活
動
活
動
を
動
をを
ごご
覧
く
覧
くく
だ
さ
だ
さ
い
。
P8PP8

畜産競争力強化対策
整備のための費用
（5,597万円）

ため池ハザードマップ
作成のための費用
（1,000万円）

この事業の内容は。
町内の畜産事業者への家畜用施設と電灯
や水道などの整備に対する補助。計画では、
324頭の牛を増やす予定。

何か所を対象として作成するのか。
平成30年度に作成するマップの対象は10
か所。決壊時に、人命に関わるような危険
度が高い「農業用ため池」からマップの作
成を進めていく。

コンパクトシティ化とは？
居住や教育・医療・福祉・商業・公共交通などのさまざま
な機能の配置を検討し、将来にわたり、全ての町民が安心
して暮らし続けることができるまちづくりをめざします。

答 答

問 問

拡張される畜産施設農業用ため池（山之上地先）

新
規

新
規

新
規

4りゅうおう
議会だよりNo.185



平成29年度
一般会計
決算

平成30年第３回定例会は、９月３日から26日
までの24日間の会期で開催されました。
今今回回のの定定例例会会でではは、条条例例関関係係３３件件、平平成成3300年年

度一般・特別会計補正予算５件、平成29年度一
般・特別会計等決算認定８件、人事案件２件、決
議１件、その他１件の合計20件を審議しました。
慎重審議の結果、全議案を原案のとおり可決し
ました。
決算審査の主な内容は６・７ページに掲載して

います。

法
人
町
民
税
、
前
年
度
よ
り

約
９
億
6
，8
0
0
万
円
増
加

積
立
金（
約
13
億
６
，０
０
０
万
円
）、災
害
復
旧
費
は
大
幅
な
増
加

竜
王
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
整
備
費
は
造
成
工
事
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

完
了
に
よ
り
大
幅
に
減
少

―
監
査
委
員
の
審
査
結
果
と
意
見（
要
旨
）―

決
算
内
容
は
、
相
対
的
に
大
き
な
不
用
額

が
あ
る
項
目
も
あ
っ
た
が
、
概
ね
適
正
に
運

営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
は
、
滞
納

が
依
然
と
し
て
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
、
行
財
政
改
革
な
ら
び
に
業
務
の
効

率
化
を
よ
り
一
層
図
ら
れ
、
住
民
福
祉
の
向

上
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

、雇
用・所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
中
、穏
や
か
に
回
復

経
済
は
、

385.4％
の増加

歳入歳出

【過去５年間の法人町民税などの推移】

概
ね
適
正
に
運
営
さ
れ
て
い
る
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　平成30年第３回定例会は、９月３日から26日
までの24日間の会期で開催されました。
　今回の定例会では、条例関係３件、平成30年
度一般・特別会計補正予算５件、平成29年度一
般・特別会計等決算認定８件、人事案件２件、決
議１件、その他１件の合計20件を審議しました。
　慎重審議の結果、全議案を原案のとおり可決し
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私
た
ち
の
税
金
、
ど
う
活
か
さ
れ
た
？

町
税
等
の
滞
納
対
策
が
課
題

　

平成29年度 決算審議
（予算決算常任委員会）

平成29年度一般会計決算額
歳入　73億7,509万円
歳出　70億5,323万円

　
平
成
29
年
度
決
算
は
、

９
月
13
、14
、18
日
の
３

日
間
に
わ
た
り
、施
策
や

事
業
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
、

次
年
度
予
算
へ
反
映
す

る
た
め
の
今
後
の
課
題

な
ど
に
つ
い
て
も
審
議

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、教
育
・
福
祉
、

生
活
環
境
、産
業
・
観
光

な
ど
分
野
別
に
チ
ェ
ッ

ク
し
た
、主
な
施
策
・
事

業
を
中
心
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

審
議
の
中
で
の
指
摘

　
町
税
等
の
滞
納
が
依

然
と
し
て
多
く
、初
期
対

応
を
適
切
に
行
い
、収
入

確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

福祉
教育

学童保育所が増床
問  　竜王小学校区の学童保育所が増床されたが、
その評価は。

学校給食センターのあり方は
問  　施設や厨房機器の老朽化が進む
中、施設のあり方をどのように考
えているのか。

答  　小学校の改築が必要な時期がき
ているため、学校施設のあり方の
検討と並行して考えていく。

地域の生活支援体制の
整備は

問  　「地域カルテ」の作成
状況は。

答  　すべての自治会のカ
ルテを作成し、区長、民
生委員、福祉委員など
の研修会で資料提供を
している。

地域カルテとは…
地域の現状を見える化し
たもの。地域の強みや弱
みを把握してこれからの
地域づくりに役立てられ
ます。

平成30年度から新たに校内に増床された学童保育所

築30年以上経過した給食センター

平成29年度 決算審議
（予算決算常任委員会）

答  　教室は快適な空間となり、子どもは伸び伸び過ごしている。
　　また、保護者からも改善に対する評価の声をもらっている。
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田園資料館の活用は
問  　田園資料館の改修に
よる今後の活用は。

答  　アグリパーク一帯を
スキヤキプロジェクトの情報発信基地と
して位置づけている。そのため、近江牛
の展示コーナーや空調設備を改修してき
た。
　 　今後、町のPRブースや体験ブース、古民
家の活用を一層図るため、改修工事を行う。

昨年10月に竜王町を
襲来した

台風21号による
甚大な被害

公共交通対策は
問  　定期券の購入者と夜
間特別便のタクシーの
利用者の現状は。

答  　増加傾向に
ある。定期券
助成は60人
を超えている。
夜間特別便の
タクシー利用
は、ほとんど
毎日ある。

若者交竜コーディネーター事業の
取組は

問  　どの様な活動をされたのか。
答  　新たな企画は難しく、前年度のような
イベントは行わず、まずは、メンバーを
増やす取組を行った。

地域の要配慮者支援は
問  　災害時の要配慮者支援で、地区ごとに
対象者が集約されているが、その状況は。

答  　自主的に登録されている方は170名。
また、町全体として要件に該当する方は
約2,700名である。

空き家などの対策は
問  　空き家の件数が151件、空き地の件数
が267件であるが、具体的な対策は。

答  　所有者への意向調査を進めている。ま
た、今年度、空き家等対策の計画策定を
行う。

産業
観光

災害
生活
環境

まち
づくり

復旧工事が終了した町道須恵窪野線

昔の農家の暮らしを再現した資料館

竜王町公民館前のバス停

町内の空き家
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全国町村議会広報研修会

埼玉県寄居町議会視察研修

研
修

総務産業建設常任委員会

議会広報特別委員会

　７月10日に広報183号のクリニックを受けました。

　７月11日、昨年度町村議会広報全
国コンクールで最優秀賞を受賞され
た寄居町議会で、住民に親しまれる
議会広報の視察研修をしました。

視察研修受入
・岡山県津山市議会
・福井県大野市議会
・岐阜県養老町議会

検討スケジュール

中心核に公共施設を整備
その周辺を市街地整備に繋ぐ

問  議会との関わり方は。
答  意見交換できる場を設定する。

問  農業との位置づけは。
答  農地の集約化、農業の大規模化、若者の参加を含
め、プロジェクトチームを立ち上げて検討する。

問  中心核の住宅構想は。
答  中心核に公共施設を個別開発し、市街地整備を
する中で、民間活力による住宅整備を進める。

コンパクトシティ化検討動き出す

８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 ３月 ４月～

庁内プロジェクトチーム

関連プロジェクト

懇話会

町民ワーキング

町議会

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
構
想
・

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定

総合調整

第１回（9/28）

第２回 第３回

第２回 第３回 第４回
（公開）

中間報告 中間報告

概ね月２回のペースで開催

最終報告

町
民
・
事
業
者
等
へ
の
提
示
・

意
見
交
換

現況、将来予測、
先進事例

コンパクトシティ化
グランドデザイン

取り
まとめ

総合調整

第１回（9/7）

コンパクトシティ化、
グランドデザイン検討

（教育、医療、公共
　交通、公共施設）

町民ワーキングで思いを語る町長
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住宅整備状況 滋賀竜王工業団地の進捗状況

地域活性化特別委員会

小口市街化区域
　住宅開発のスケジュールは、開発検査・建築
確認を受けた後、工事が行われ、12月末に建
築工事が完了予定で、来年１月より入居を開始。

須恵地区（社員寮）
　年内に地区計画・開発関係の手続きを行い、
　2020年２月に完成予定。

工事の進捗状況
　多目的広場整備工事が10月末で竣工し、団
地内の公共工事はすべて完了する。

教育委員会のコンプライアンスの現状
● 安全教育
　 「自分の命は自分で守る」を基本に危機回避や危機
検知能力を身に付ける。

● 施設や設備等の点検・管理
　日常的な定期点検、危機管理意識の向上
● 危機に備える組織活動
　 教職員が訓練や研修を行い、危機対応能力を向上させ、
チェックリスト（点検一覧表）を活用し、管理を徹底する。
● いじめ防止の取組
　 教職員による全児童生徒との教育相談や、学校生活
アンケートの実施、児童生徒が主体となる取組も定
着してきている。

学校園の危機管理

教育民生常任委員会

台風の被害を受けたエアコンの室外機

中学校の理科を除いて全国平均を下回る
見直しが必要なところ
● 生きて働く「基礎基本の力」が十分に定
着していないことや、主体的に学ぶ姿
勢が十分に育っていない。
● 家庭学習の習慣化や家庭学習時間の短
さに課題がある。
良いところ
● 自尊感情が高く、規範意識やいじめは
許さないという意識がしっかりしている。
● 地域に対する愛着や感謝の心が育って
いる。

全国学力学習状況調査結果

・ 「基礎基本の力」が十分に定着してい
ないことを全教職員が重く受け止め、
学校の組織力を生かして、生きて働
く「基礎基本」の徹底に取り組む。
・ 町教育委員会と各学校、家庭、専門家
と連携し、全町的に改善に取り組む。

これを受けて…
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９月定例会では11議員が
 17問の一般質問を行いました。

町政
　 ここを う！

一般質問って？
町の行政全般について
議員が町長をはじめとして
担当部局に疑問点を質したり、
見解などを尋ねたりするもので、
毎定例会で行われるよ

そうだ!! 傍聴に行こう！

次回の一般質問は12月18日（火）予定

議会ではどんな政策が審議されているか、あるいは自分
が選んだ議員がどのような活動をしているかなど、傍聴
は議会の動きに触れることのできる身近な方法です。
議会事務局（☎58-3713）にお問い合わせ下さい。

ペ
ー
ジ

質 問 者 質　　問　　事　　項

11
山田　義明 減災のための防災用排水ポンプの常備を

松浦　　博 友好親善使節団派遣の今後は

12 小西　久次
国民健康保険診療所（医科）の今後は

まちづくりによる農政への影響は

13 森山　敏夫
土砂災害の危険度は

ため池の防災対策は

14
貴多　正幸 全国学力テストの結果を受けての対応は

菱田　三男 町長任期、後半の優先課題は

15 内山　英作
国際友好親善は

日野川堤防の安全性は

16 森島　芳男
竜王町の所有者不明の土地等は

人口減少に歯止めをかける提言書は

17 古株　克彦
ため池の管理は

防犯灯の設置は

18 若井　猛志
多発する災害から何を学ぶか

給食費の無償化は

19 岡山　富男 障がい者の災害時・防災避難対応は
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　山田　義明 議員

松浦　博 議員

問答

減
災
の
た
め
の
防
災
用

　排
水
ポ
ン
プ
の
常
備
を

排
水
ポ
ン
プ
車
の

　
　
　
　応
援
で
対
応
す
る

問

答

友好親善使節団派遣の今後は
定期的な交流ができるよう進めていく

問
　
豪
雨
時
に
町
内
か

ら
日
野
川
に
流
れ
る
河
川

は
、
日
野
川
の
水
位
が
上

昇
す
れ
ば
河
川
の
フ
ラ
ッ

プ
ゲ
ー
ト
が
閉
じ
、
町
内

に
降
っ
た
雨
は
閉
じ
込
め

ら
れ
る
。

　
こ
の
状
態
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
、
こ
の
水

を
排
水
す
る
防
災
用
排
水

ポ
ン
プ
を
常
備
し
て
は
ど

う
か
。

答
　
排
水
ポ
ン
プ
等
に
よ
り

内
水
を
高
水
位
時
に
日
野
川

へ
排
水
す
る
こ
と
は
、
河
川

堤
防
、
下
流
域
へ
の
影
響
を

考
え
る
と
状
況
を
見
極
め
る

必
要
が
あ
る
。

　
住
宅
等
人
命
に
関
わ
る
場

合
や
、
浸
水
害
を
想
定
さ
れ

る
場
合
は
、
滋
賀
県
を
通
じ

排
水
ポ
ン
プ
車
の
応
援
で
の

対
応
を
考
え
て
い
る
。

　
本
町
が
考
え
る
、
こ
れ
ら

の
河
川
に
対
す
る
減
災
の
取

組
は
、
日
野
川
の
早
期
抜
本

改
修
で
あ
る
。

　
今
後
、
Ｊ
Ｒ
橋
、
新
幹
線

の
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
多

額
の
経
費
が
掛
か
り
、
事
業

の
進
捗
が
遅
く
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
、
早
期
に
改
修
さ

れ
る
よ
う
、
国
・
県
に
対
し

て
強
く
要
望
し
て
い
く
。牽引用二輪台車型ポンプ

問
　
ス
ー
セ
ー
・
マ
リ

ー
市
と
の
友
好
が
永
続
的

な
交
流
と
な
り
、
さ
ら
に

絆
が
深
ま
る
よ
う
取
り
組

む
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら

れ
た
。
今
後
も
、
住
民
相

互
の
交
流
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
、
ま
た
派
遣

団
の
募
集
と
選
考
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
伺
う
。

答
　
本
町
と
ス
ー
セ
ー
・
マ

リ
ー
市
は
１
９
７
４
年
に
姉

妹
都
市
提
携
を
締
結
し
、
本

年
で
44
年
が
経
過
し
た
。

　
町
民
に
よ
る
友
好
親
善
や
、

中
学
生
に
よ
る
英
語
学
習
を

含
む
多
様
な

文
化
の
学
習

の
た
め
、
派

遣
・
受
入
れ

を
実
施
し
て

き
た
。

　
本
町
の
唯

一
の
姉
妹
都

市
で
あ
り
、

住
民
相
互
の

絆
を
深
め
る

た
め
今
後
も

交
流
を
進
め

る
。

　
し
か
し
、

こ
の
事
業
を
継
続
す
る
に
は

ピ
ー
プ
ル
・
ア
ン
ド
・
ピ
ー

プ
ル
竜
王
国
際
親
善
ク
ラ
ブ

や
同
市
の
民
間
団
体
の
協
力

が
必
要
で
あ
る
が
、
メ
ン
バ

ー
の
高
齢
化
や
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
探
し
に
課
題
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
も
踏
ま
え
つ
つ
、
同

市
の
意
向
も
聞
く
中
で
町
と

し
て
今
後
も
定
期
的
な
交
流

が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
募
集
は
広
報
紙
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
広
く
周
知
し
、
定

員
が
超
過
し
た
場
合
は
抽
選

に
よ
り
参
加
者
を
決
定
す
る
。

市制３５０周年記念イベント
開拓時代の衣装で出番を待つ市民
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小西　久次 議員

問

答

国民健康保険診療所　　　
 （医科）の今後は
２０２１年度に新築し開所予定

問
　
12
月
定
例
会
で
施

設
を
建
替
え
、
病
児
保
育

の
併
設
や
予
防
医
学
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
付
加
な

ど
の
機
能
強
化
を
図
る
と

明
言
さ
れ
た
が
、

① 

本
町
の
地
域
医
療
計
画

は
、
町
内
に
分
散
し
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

② 

あ
り
方
検
討
委
員
会
が

設
置
さ
れ
た
が
検
討
状

況
は
。

③ 

新
設
す
る
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
①
内
科
医
療
機
関
は
、

　 

開
業
医
も
含
め
町
内
に
無

医
地
区
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
誘
致
し
て
き
た
。

　 

　
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
で
民

間
内
科
医
療
機
関
が
開
設

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町

内
全
域
が
カ
バ
ー
で
き
、　

更
に
充
実
し
た
。

　 

　
今
後
、
国
民
健
康
保
険

診
療
所
の
機
能
強
化
を
検

討
し
た
い
。

② 

町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
か
ら
、本
町
が
目
指

す
新
診
療
所
の
あ
り
方（
機

能
拡
充
・
設
置
場
所
）の
提

言
を
い
た
だ
い
た
。

③ 
現
在
の
と
こ
ろ
今
年
度
中

に
場
所
を
決
定
し
、
平
成

31
年
度
に
基
本
・
実
施
設

計
、
平
成
32
年
度
に
建
設
、

平
成
33
年
度
に
開
所
の
予

定
で
あ
る
。

建て替えを待つ国保（医科）診療所

問答

ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
農
政
へ
の
影
響
は

農
業
と
調
和
の
と
れ
た
開
発
に
努
力

　

問
　
農
地
転
用
が
法
規

制
に
よ
り
前
に
進
ま
ず

国
・
県
に
要
望
さ
れ
て
い

る
が
、

① 

農
業
振
興
地
域
に
お
け

る
土
地
利
用
計
画
に
対

す
る
協
議
状
況
と
反
応
、

今
後
の
対
応
策
は
。

② 

農
業
の
町
と
し
て
多
額

の
事
業
投
資
を
さ
れ
て

い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
よ
る
農
政
へ
の

影
響
は
。

答
　
①
総
合
庁
舎
周
辺
に
お

　 

い
て
「
構
造
改
革
特
区
」

制
度
を
活
用
し
た
提
案
を

行
っ
た
が
不
承
認
と
な
っ

た
。
県
か
ら
は
、「
土
地

改
良
事
業
の
８
年
未
経
問

題
」
や
、「
都
市
計
画
の

見
直
し
」
が
必
要
で
あ
る

と
指
導
を
受
け
て
お
り
、

進
捗
が
見
ら
れ
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。

　 

　
今
後
、
農
地
の
保
全
や

健
全
な
農
政
を
維
持
し
な

が
ら
開
発
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
図
り
、
規
制
緩
和
等
の

要
請
を
行
う
。

② 

生
産
性
の
高
い
農
業
・
高

付
加
価
値
型
農
業
の
発
展

を
図
っ
て
き
た
が
、
町
内

の
情
勢
も
変
化
し
、
住
宅

地
等
の
非
農
業
的
土
地
の

需
要
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。「
都
市
的
・
自
然
的

土
地
利
用
」
の
組
み
合
わ

せ
に
配
慮
し
、
農
村
環
境

の
維
持
形
成
・
集
落
の
活

力
維
持
に
向
け
、
住
民
の

理
解
を
得
つ
つ
、
計
画
的

な
土
地
利
用
を
図
り
農
業

の
維
持
発
展
に
つ
な
げ
る
。

次世代を担う子どもたちの農業体験
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森山　敏夫 議員　

問

答

土砂災害の危険度は
地域住民の命を守る対策が第一

問
　
竜
王
町
水
防
計
画

書
に
よ
る
と
、
土
石
流
危

険
渓
流
に
指
定
さ
れ
た
14

箇
所
の
う
ち
、
危
険
度
の

高
い
と
想
定
さ
れ
る
箇
所

が
ど
こ
な
の
か
、
被
害
は

ど
の
程
度
な
の
か
。

　
ま
た
、
現
時
点
で
考
え

ら
れ
る
対
策
は
あ
る
の
か
。

答
　
竜
王
町
水
防
計
画
書
に

掲
載
の
「
土
石
流
危
険
渓
流

箇
所
」
14
箇
所
は
、
県
が
調

査
し
選
定
し
た
。
危
険
度
が

高
い
の
は
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
と
特
別
警
戒
区
域
の
指

定
を
受
け
て
い
る
６
箇
所
の

渓
流
と
認
識
し
て
い
る
が
、

被
害
の
予
測
は
困
難
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
、
地
域
住
民
の
命

を
守
る
対
策
を
第
一
と
考
え
、

地
域
住
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
の
中
で
し
っ
か
り

と
し
た
対
応
を
図
り
た
い
。平成25年の台風18号により発生した土石流現場（鏡山・中腹）

問答

た
め
池
の
防
災
対
策
は

適
正
な
た
め
池
の
施
設
管
理
に
努
め
る

問
　
豪
雨
等
に
よ
り
各

地
で
た
め
池
が
決
壊
し
、

人
命
や
財
産
へ
の
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。
た
め
池

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

や
、
た
め
池
整
備
計
画
の

策
定
、
水
防
計
画
等
の
見

直
し
に
向
け
準
備
を
さ
れ

て
い
る
が
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
伺
う
。

① 

見
直
し
さ
れ
る
主
な
内
容

と
成
果
の
公
表
時
期
は
。

② 

成
果
の
周
知
方
法
は
。

③ 

水
利
が
不
要
と
な
っ
た

た
め
池
の
数
と
そ
の
対

策
は
。

答
　
①
国
の
計
画
で
は
、
平

　 

成
32
年
度
ま
で
に
た
め
池

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

併
せ
て
本
町
で
は
、
水
防

計
画
に
お
け
る
重
要
水
防

た
め
池
20
箇
所
の
指
定
区

分
（
た
め
池
水
防
ラ
ン

ク
）
の
見
直
し
を
予
定
し

て
い
る
。

　 

　
今
年
度
、
マ
ッ
プ
作
成

予
定
の
10
箇
所
は
、
速
や

か
に
結
果
を
公
開
す
る
。

② 

対
象
地
域
住
民
へ
の
マ
ッ

プ
配
付
や
町
Ｈ
Ｐ
で
周
知

予
定
で
あ
る
。

③ 

現
在
、
農
業
用
た
め
池
47

箇
所
の
う
ち
、
８
月
に
実

施
し
た
点
検
で
は
不
要
は

３
箇
所
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

農
業
用
水
以
外
の
目
的
で

利
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
、
下
流
域
の

影
響
調
査
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。

　 

　
防
災
対
策
と
し
て
は
定

期
的
な
た
め
池
点
検
の
実

施
と
常
時
水
位
を
下
げ
て

お
く
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

行
政
・
自
治
会
・
関
係
機

関
等
と
連
携
し
、
適
正
な

管
理
に
努
め
る
。

地域防災計画等に位置づけられている
農業用ため池（山面、向山溜）
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貴多 正幸 議員

菱田　三男 議員

問答

全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
を
受
け
て
の
対
応
は

全
町
を
挙
げ
て

　
　学
力
向
上
に
取
り
組
む

問
　
今
年
度
実
施
さ
れ

た
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
滋
賀
県
教
育
委

員
会
か
ら
学
力
向
上
に
向

け
た
改
善
策
の
提
示
等
が

あ
っ
た
の
か
。

答
　
今
回
の
学
力
調
査
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
の

理
科
以
外
、
全
国
平
均
を
上

回
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
変

厳
し
い
結
果
で
あ
っ
た
と
受

け
止
め
て
い
る
。

　
県
教
育
委
員
会
も
今
回
の

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
を
非
常
に
深
刻
に
受
け
止

め
、
県
か
ら
担
当
課
長
が
本

町
を
訪
問
さ
れ
、
学
力
向
上

に
向
け
た
改
善
策
の
方
向
性

を
示
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も

「
学
習
の
ま
と
め
と
振
り
返

り
活
動
」、「
で
き
る
・
分
か

る
喜
び
と
自
信
」
の
重
要
性

に
つ
い
て
再
確
認
し
た
。
町

内
小
中
学
校
は
、
す
で
に

「
生
き
て
働
く
基
礎
基
本
の

徹
底
」
と
「
分
か
っ
て
楽
し

い
授
業
づ
く
り
」
に
向
け
、

具
体
的
な
取
組
を
始
め
て
い

る
。

　
今
後
も
家
庭
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
と
も
、
し
っ
か
り
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も

達
一
人
ひ
と
り
に
確
か
な
学

力
を
育
む
た
め
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

ICT器機を使っての授業風景

問

答

町長任期、
　　　後半の優先課題は
グランドデザイン策定とコンパクトシティ化

問
　
町
長
の
任
期
は
４

年
で
あ
り
、今
年
の
６
月

で
２
年
が
過
ぎ
た
。

　
残
り
の
任
期
で
、特
に

町
長
が
優
先
し
よ
う
と
し

て
い
る
施
策
と
、そ
れ
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
残
る
期
間
の
優
先
課
題

は
、｢

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策

定
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化

検
討
事
業｣

と
考
え
て
い
る
。

　
来
春
ま
で
に「
10
年
後
の

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
構

想
」と「
30
年
後
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
」を
描

き
切
り
た
い
。来
年
４
月
以

降
は
、皆
様
に
公
表
し
意
見

を
頂
き
、今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
と
し
て
完
成
さ

せ
、実
行
計
画
を
定
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中心核への計画的な機
能施設の集約化
(行政、医療、教育、福祉等)

（注）
この図は、支援業務
受託者の選定の際に
事業者が説明資料と
して用いた参考資料
です。

１０年後のコンパクトシティ化構想のイメージ

各エリアにおける身近な
生活サービス機能の維
持・機能強化

道路環境整備・公共交通
の充実による中心核への
アクセス性向上
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内山　英作 議員

問

答

国際友好親善は
新たな姉妹都市提携は、
　　　　　　　　今後研究する

問答

日
野
川
堤
防
の
安
全
性
は

県
で
堤
防
強
化
対
策
が
実
施
さ
れ
る

問
　
滋
賀
県
と
ア
メ
リ

カ
・
ミ
シ
ガ
ン
州
と
の
姉

妹
県
州
協
定
は
今
年
で

50
周
年
、ま
た
、中
国
・
湖

南
省
と
も
友
好
協
定
締

結
35
周
年
を
迎
え
る
。

　
本
町
も
ス
ー
セ
ー
・
マ

リ
ー
市
と
の
国
際
友
好

親
善
は
、44
年
に
な
る
。

　
そ
こ
で
、県
内
の
い
く

つ
か
の
市
で
結
ん
で
い

る
湖
南
省
の
各
都
市
と

の
姉
妹
都
市
提
携
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
、伺
う
。

答
　
今
日
ま
で
築
き
上
げ
て

き
た
ス
ー
セ
ー
・
マ
リ
ー
市

と
の
友
好
親
善
（
き
ず
な
）

を
よ
り
一
層
強
力
な
も
の
と

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
、
中
国
湖
南
省
の
各

都
市
や
町
内
企
業
と
縁
が

あ
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
都

市
も
含
め
て
町
民
の
皆
様
の

考
え
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、

姉
妹
都
市
提
携
の
可
能
性
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

スーセー・マリー市役所（右下の建物）と周辺の街並み

問
　
岩
井
地
先
か
ら
鏡

地
先
の
日
野
川
左
岸
の
堤

防
が
、
昨
年
の
台
風
21
号

の
大
雨
の
よ
う
に
水
位
が

異
常
に
高
く
な
っ
た
場
合
、

決
壊
が
回
避
で
き
る
か
。

　
ま
た
、
決
壊
を
防
ぐ
た

め
の
安
全
性
の
確
保
に
対

し
て
の
具
体
的
な
対
策
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
か
ら
も
河
川

改
修
事
業
に
よ
り
下
流
か
ら

順
次
、
流
下
能
力
の
拡
大
を

図
っ
て
い
く
た
め
の
対
策
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る

大
雨
に
対
し
て
、
堤
防
の
決

壊
が
確
実
に
回
避
で
き
る
と

言
い
切
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
、
県
で
は
、
町
内

を
流
れ
る
日
野
川
堤
防
、
約

８
㎞
を
対
象
に
、
人
家
な
ど

人
命
被
害
の
可
能
性
が
高
い

区
間
を
順
次
、
堤
防
強
化
対

策
工
事
な
ど
の
安
全
対
策
を

す
る
た
め
、
優
先
度
評
価
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

こ
れ
を
受
け
、
対
策
工
事
が

行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

人家が日野川堤防に隣接している（弓削地先）
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森島　芳男 議員

問

答

竜王町の
所有者不明の土地等は

所有者不明土地の発生を抑制する

問
　
全
国
で
は
、
農
地
・

山
林
な
ど
の
持
主
が
分
か

ら
な
い
土
地
が
増
加
し
て

い
る
。

　
本
町
で
所
有
者
不
明
の

土
地
等
が
あ
り
、
公
共
事

業
・
民
間
開
発
の
推
進
等

の
妨
げ
に
な
っ
て
い
な
い

か
。

　
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
土

地
の
件
数
や
面
積
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
　
所
有
者
不
明
土
地
と
は

「
所
有
者
台
帳（
不
動
産
登
記

簿
）に
よ
り
、所
有
者
が
直
ち

に
判
明
し
な
い
、ま
た
は
判

問
　
平
成
29
年
９
月
27
日

に
、
人
口
減
少
対
策
特
別

委
員
会
が
ま
と
め
た
、
政

策
提
言
書
を
、
町
長
あ
て

に
提
出
し
た
。
現
時
点
に

お
い
て
提
言
が
生
か
さ
れ

た
取
組
み
が
あ
る
か
伺
う
。

答
　
昨
年
度
か
ら
地
域
支
え

合
い
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
平
成
30
年
度
は
弓

削
と
西
川
自
治
会
が
、
各
世

代
が
参
加
し
て
、
外
出
支
援

や
、
災
害
時
の
支
え
合
い
の

し
く
み
づ
く
り
な
ど
に
取
り

組
ま
れ
て
お
り
、
町
と
し
て

支
援
し
て
い
る
。

　
学
童
保
育
の
充
実
と
拡
充

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
、

ま
つ
ぼ
っ
く
り
児
童
ク
ラ
ブ

の
児
童
数
が
増
加
し
た
た
め
、

小
学
校
の
利
用
可
能
教
室
の

整
備
を
行
い
、
２
ク
ラ
ス
の

編
成
と
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
新
規
就
労
者
の
定
住
に
向

問答

人
口
減
少
に

 

歯
止
め
を
か
け
る
提
言
書
は

若
者
に
も
定
住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
組
む

け
た
対
策
は
、
松
が
丘
地
先

の
集
合
住
宅
や
、
須
恵
地
先

の
社
員
寮
の
整
備
が
進
ん
で

い
る
。

　
若
者
交
流
は
、
青
年
団
や

Ｒ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
連
携
支
援
を
図

り
、
定
住
し
て
も
ら
え
る
町

づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

モデル事業にて、これからの地域づくりの話し合いをしている様子（西川）

明
し
て
も
連
絡
が
つ
か
な
い

土
地
」と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
平
成
30
年
度

固
定
資
産
税
の
課
税
に
お
い

て
、
全
納
税
者
の
う
ち
７
件
、

約
４
，７
９
２
㎡
の
土
地
が
所

有
者
不
明
を
原
因
と
し
て
納

税
通
知
が
返
戻
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
公
共
事
業
の

用
地
取
得
で
１
件
が
所
有
者

不
明
土
地
に
該
当
し
て
い
る
。

民
間
開
発
事
業
の
妨
げ
に
つ

い
て
の
事
例
は
聞
い
て
い
な

い
。

　
今
後
も
調
査
を
着
実
に
行

い
、
所
有
者
不
明
土
地
発
生

の
抑
制
に
努
め
る
。
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資料：所有者不明土地問題研究会資料より

全国の所有者不明土地面積
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問
　
防
犯
灯
は
県
管
理
、

町
管
理
、
自
治
会
管
理
に

分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の

区
分
け
は
ど
う
な
っ
て
い

問答

防
犯
灯
の
設
置
は

通
学
路
を
優
先
的
に

古株　克彦 議員

ため池の管理は問

自治会等で維持管理答

る
の
か
。
県
道
１
６
５
号

線
で
一
部
に
暗
い
所
が
あ

る
が
防
犯
灯
の
設
置
計
画

は
あ
る
の
か
。

問
　
平
成
15
年
頃
、
た

め
池
等
整
備
事
業
に
お
い

て
は
、
県
下
で
数
箇
所
の

う
ち
、
１
箇
所
に
選
ば
れ
、

護
岸
補
強
等
を
実
施
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
の
管
理
に

つ
い
て
伺
う
。

① 

町
内
で
管
理
し
て
い
る

た
め
池
は
い
く
つ
か
。

そ
の
う
ち
、
日
野
川
用

水
の
た
め
池
の
数
は
。

② 

漏
水
し
て
い
る
た
め
池

は
あ
る
の
か
。

③ 

た
め
池
の
浚
渫
計
画
は
。

答
　
①
農
業
用
た
め
池
は

現
在
47
箇
所
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
日
野
川
流
域
土

地
改
良
区
が
維
持
管
理
を

統
括
し
て
い
る
農
業
用
た

め
池
数
は
26
箇
所
で
あ
る
。

日
野
川
流
域
土
地
改
良
区

と
当
該
自
治
会
長
ま
た
は
、

地
元
水
利
組
合
と
の
間
で

「
溜
池
等
の
管
理
委
託
協

定
書
」
を
締
結
さ
れ
、
当

該
自
治
会
等
で
日
々
の
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

②
７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害

を
受
け
、
国
か
ら
た
め
池

の
緊
急
点
検
を
実
施
す
る

よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。

　 

　
そ
の
結
果
、
緊
急
修
繕

を
要
す
る
箇
所
は
見
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
。

③
現
在
、
浚
渫
計
画
は
な
い
。

竜王八景の深田池（小口）

防犯灯の設置が待たれる（薬師地先）

答
　
県
道
の
交
差
点
に
設

置
さ
れ
た
道
路
照
明
灯
は
県

が
設
置
と
管
理
を
し
て
い
る
。

町
道
交
差
点
と
集
落
間
を
繋

ぐ
道
路
に
は
、
通
学
路
を
中

心
に
町
が
設
置
し
、
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
集
落
内
は
、
自
治

会
で
、
主
に
「
自
ら
考
え
自

ら
行
う
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

を
活
用
し
、
整
備
い
た
だ
い

て
き
た
。

　
薬
師
の
集
落
内
を
通
る
県

道
春
日
竜
王
線
は
、
県
に

よ
る
歩
道
拡
幅
工
事
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
区
間
は
、

通
学
路
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
。
特
に
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
確
保
し
て
い
く
と
の
観

点
か
ら
優
先
的
に
防
犯
灯
の

整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
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若井　猛志 議員

問

答

多発する災害から何を学ぶか
防災・減災を更に進めていきたい

問
　
各
地
に
甚
大
な
被
害

を
出
し
た
豪
雨
や
台
風
な
ど

が
続
い
て
い
る
が
、
町
の
備

え
は
大
丈
夫
な
の
か
。
次
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

① 

地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
は
、
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
の
か
。

② 
大
雨
が
近
年
増
え
て
い

る
が
、
避
難
所
の
浸
水

の
危
険
は
な
い
の
か
。

③ 

土
砂
災
害
の
危
険
箇
所

の
整
備
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

④ 

が
れ
き
や
土
砂
の
撤
去

が
課
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答
　
①
具
体
的

な
検
討
を
行
い

防
災
会
議
で
意

見
を
い
た
だ
き
、

31
年
度
に
か
け

て
見
直
し
を
予

定
し
て
い
る
。

②
公
共
施
設
に
お

い
て
強
靭
な
構

造
、
階
層
等
か

ら
判
断
す
る
と
、

活
用
で
き
る
施

設
は
限
ら
れ
て

問
　
憲
法
26
条
に
お
い

て
「
義
務
教
育
は
、
こ
れ

を
無
償
と
す
る
」
と
さ
れ

て
い
る
が
、
現
実
に
は
無

償
な
の
は
授
業
料
と
教
科

書
に
限
ら
れ
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
は
大
き
い
。

　
給
食
費
の
無
償
化
は
子

ど
も
た
ち
へ
の
「
現
物
給

付
」
と
し
て
大
き
な
意
義

が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答
　
文
部
科
学
省
の
調
査
で

は
、
給
食
費
の
無
償
化
の
効

果
と
し
て
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
等
、
子
育
て

支
援
の
充
実
、
少
子
化
対
策
、

定
住
、
転
入
の
促
進
等
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
無
償
化
に
は
恒

常
的
に
５
，０
０
０
万
円
が

必
要
で
、
限
ら
れ
た
財
政
の

中
で
他
の
歳
出
を
削
減
す
る

必
要
が
あ
る
。
取
捨
選
択
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
子
育
て

お
り
現
状
で
は
適
当
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

③
今
年
度
は
、
鏡
山
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
付
近
に
お
い
て
、

国
が
土
砂
流
出
防
止
の
堰
堤

工
事
を
実
施
中
で
あ
り
、
足

洗
川
支
流
に
つ
い
て
も
県
が

工
事
を
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

④
中
部
清
掃
組
合
を
構
成
す

る
市
町
で
、
勉
強
会
を
立

ち
上
げ
た
。
平
成
32
年
度

を
め
ど
に
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

問答

給
食
費
の
無
償
化
は

子
育
て
支
援
の
視
点
か
ら
方
向
性
を
考
え
た
い

台風による倒木（西小学校付近）

県内では、１市１町で無償化が実施されている。

支
援
の
視
点
を
踏
ま
え
て
、

今
後
方
向
性
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。
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岡山　富男 議員

追跡
!!   あの一般質問は
その後どうなった？？

問  

造
成
工
事
が
完
了
し
た
が
、
建
設
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答  

町
と
地
元
か
ら
の
厳
し
い
要
請
に
応
え
る
形
で
、
事
業
者

が
本
年
度
中
に
工
場
建
設
の
判
断
を
す
る
。

◎
そ
の
後

　
未
利
用
地
は
、工
事

が
進
ま
な
い
中
、農
村

地
域
工
業
等
導
入
促

進
法
の
計
画
を
変
更

し
、敷
地
を
分
割
し
て

企
業
誘
致
を
進
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
滋
賀
山
面
工
業
団

地
と
し
て
分
譲
さ
れ

た
土
地
は
、現
在
８
区

画
の
う
ち
７
区
画
ま

で
進
出
企
業
が
決
ま

り
、一
部
の
企
業
が
操

業
を
開
始
し
て
い
る
。

滋
賀
山
面
工
業
団
地

 

（
雪
国
ま
い
た
け
工
業
団
地
）の
進
捗
状
況
は

（
平
成
20
年
５
月

　
一
般
質
問
よ
り
）

議
員
の
質
問
に
、
町
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

か
を
追
跡
・
検
証
し
て
み
ま
し
た
。 

問
　
地
震
、
台
風
等
、
自

然
災
害
時
に
お
け
る
障
が

い
者
、
特
に
自
閉
症
の
人

達
と
そ
の
家
族
が
安
心
し

て
避
難
で
き
る
体
制
が
望

ま
れ
る
。

　
本
町
に
お
け
る
取
組
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
　
本
町
で
は
、
町
内
２
つ

の
社
会
福
祉
法
人
と
「
災
害

時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
の

設
置
運
営
に
関
す
る
協
定
」

を
結
び
、
当
該
法
人
が
所
有

す
る
施
設
を
竜
王
町
地
域
防

問答

障
が
い
者
の
災
害
時·

防
災
避
難
対
応
は

要
配
慮
者
に
も
わ
か
り
や
す
い防災

に
取
り
組
む

災
計
画
に
定
め
る
福

祉
避
難
所
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
。

　
地
域
で
は
、
要
配

慮
者
の
支
援
者
を
あ

ら
か
じ
め
決
め
て
、

平
時
か
ら
連
携
を
密

に
し
、
災
害
時
に
備

え
て
迅
速
な
行
動
が

取
れ
る
よ
う
訓
練
を

す
る
等
の
取
組
が
広

が
っ
て
き
て
い
る
。

　
障
が
い
へ
の
理
解

を
深
め
、
避
難
所
に

お
い
て
適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
る
た
め
の

職
員
研
修
を
は
じ
め
、

更
な
る
住
民
啓
発
や

自
閉
症
の
人
に
も
分

か
り
や
す
い
防
災
教

育
、
防
災
訓
練
に
共

に
取
り
組
む
こ
と
等

が
今
後
の
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

町総合防災訓練

建設が進む山面工業団地
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中学生チャレンジウ
ィーク　関連記事…

P20

　町内の保育園や幼稚園でお習字や毛筆体験を通し
て子ども達に関わらせていただき、20年が経ちます。
子ども達には、「２本の指を仲良く他の指を添えて持
ってね。」と鉛筆の持ち方の基礎基本を指導していま
す。園を訪れると、毎回、子ども達の元気な笑顔に迎
えられ、私自身を明るくしてくれています。
　学校の卒業と同時に大好きな書を通信教育で毛筆
を学び、その後、ペン字の習得にも励み、書の道へと

歩みを進めました。
　また、当時、文部省の認定試験にも挑戦し、おかげ
さまで毎回合格することができました。
　その際、試験監督の先生にも温かい言葉をかけてい
ただき「よーし、やるぞ」と心のスイッチが入り、精
進して今日に至っています。
　私は、幼少の頃、東寺の初弘法にお参りした後、大
きな事故に遭いましたが、おかげさまで一命は取り留
めることができました。
　このようなことから、神仏にご縁があり、弘法大師
空海の写経（隅

すみ

寺
でら

心
しん

経
ぎょう

）を学ぶことに繋がりました。
　また小学３年生の時、父に連れられ北野天満宮に参
拝しました。父に、天満宮に祀られた菅原道真公につ
いて話を聞きながら、鳥居をくぐったとき「習字の先
生になりたい」という気持ちが私の中に宿りました。
今では、その願いが現実となり、願いはかなうと確信
しています。
　今まで多くの方とご縁をいただきましたこと、感謝
申し上げます。格言の中で“世の中で一番楽しく立派な
ことは、一生涯を貫く仕事を持つことである。”という
言葉がありますが、今後も書を通して少しでも世のた
め人のために尽すことができればと思っています。

すべての出会いに感謝

　今
年
は
、
大
雨
や
台
風
の
多
い

年
で
全
国
的
に
大
き
な
被
害
が
出

ま
し
た
。

　竜
王
町
で
も
人
的
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
農
業

用
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
や
ビ
ニ
ー
ル
が

破
損
し
、
住
宅
や
公
共
施
設
で
も

屋
根
等
に
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　９
月
定
例
会
の
最
終
日
に
は
被

害
の
報
告
を
受
け
、
10
月
に
臨
時

会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
を
組
ん

で
対
応
し
ま
し
た
。
議
会
と
し
て

も
、
災
害
に
対
し
て
日
野
川
な
ど

の
早
期
改
修
を
、
国
・
県
に
強
く

要
望
・
陳
情
活
動
を
推
し
進
め
て

い
き
ま
す
。

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

 

委
員
長

　内
山

　英
作

　

 

副
委
員
長

　古
株

　克
彦

　

 

委

　
　員

　菱
田

　三
男

　

 

委

　
　員

　小
西

　久
次

　

 

委

　
　員

　若
井

　猛
志

　

 

委

　
　員

　貴
多

　正
幸

　キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、

10
月
上
旬
に
５
日
間
、
中
学
２
年

生
が
、勤
労
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

　「社
会
」
の
中
に
勤
労
者
と
し
て

身
を
置
き
、
机
上
で
は
学
び
き
れ

な
い
こ
と
が
学
習
で
き
た
貴
重
な

５
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　体
験
で
は
、
お
店
の
方
か
ら
教

え
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
や
っ
て

み
る
と
「
思
っ
た
よ
り
難
し
い
な

ぁ
」
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
が
、「
仕
事
の
大
変
さ
」
を

知
る
良
い
経
験
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　今
後
も
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
達
の
成
長
し
て
い
く
姿
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

表 紙

子ども達に優しく指導されている中江先生

中
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク
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